



















































(1)  なぜ学生の主体的学習を意図したか 











































































































































































































































































































































































 国際障害者年に戻る。国連が 71 年「知的障害者の権利宣言」、75 年に「障害者の権利
宣言」を決議し、76 年には 81 年を「国際障害者年」とすることを総会決議で採択した。
これは２つの権利宣言を、理念ではなく実現していこうとするものであった。さらに 82


























 ②  障がい者の自立運動の動向 







































































































































の手になれますか』小山内美智子・中央法規 1997 年刊 p26）」と述べているが、札幌の地
下鉄の建設状況を見てみよう。 





































































































(2) 自分史としての 80 年代～「ボランティア愛ランド」事業を通して 







































































































































































 ひとつ、自遊人は、ロマンに生きる勇気とあったかい心意気を持って心豊かに生きてい     
きます。 
 ふたつ、自遊人は、自分サイズに合った活動に主体的に参加し、社会的責任を自覚して     
行動していきます。 





































































Ａ）であったが、2003 年２月第 34 回全国ボランティア研究集会・山形県庄内集会をもっ








































































































  ボランティアこそ私の敵 
  私はボランティアの犬達を拒否する 
 
 ボランティアの犬達は 私を優しく自滅させる 
 ボランティアの犬達は 私を巧みに甘えさせる 
 ボランティアの犬達は アテにならぬものを頼らせる 
 ボランティアの犬達は 残された僅かな筋力を弱らせる 
 ボランティアの犬達は 私をアクセサリーにして街を歩く 
 ボランティアの犬達は 車いすの蔭で出来上がっている 
 ボランティアの犬達は 私をお優しい青年達の結婚式を飾る哀れな道具にする 
 ボランティアの犬達は 私を夏休みの宿題にする 




 ボランティアの犬達は 私の我がままと頑なを確かな権利であると主張させる 
 ボランティアの犬達は ごう慢と無知をかけがいのない個性であると信じ込ませる 
 ボランティアの犬達は 非常識と非協調をたくましい行動だと煽りたてる 
 ボランティアの犬達は 文化住宅に解放区を作り自立の旗を揚げてたむろする 
 ボランティアの犬達は 私と社会の間に溝を堀り幻想の中に孤立させる 
 
  私はその犬達に尻尾を振った 
  私は彼等の巧みな優しさに飼い慣らされ 
  汚い手で顎をさすられた 
  私は もう彼等をいい気持ちにさせてあげない 
  今度その手が伸びてきたら 
  私は きっとその手に噛みついてやる 
 
 ごめんね 私のかわいそうな狼 















































































































































































































































































































 私は もう彼等をいい気持ちにさせてあげない 
 今度その手が伸びてきたら 








 ごめんね 私のかわいそうな狼 
 少しの間 私はお前を忘れていた 
 誇り高い狼の顔で  















































  「この詩を通して学び得たことは何か？」について、授業直後ノートに記した。 
  2012 年から３カ年で提出されたノートは、12 年度（イニシャルの後に⑫と表記）２８人、
13 年度（⑬と表記）２４人、14 年度(⑭と表記)３３人、計８５人である。 


























































































































































































































































































































































































































































「人生には 明るい闇夜があり  まっすぐな 迷路がある 
 人が群れとして 盲いていて  導くものも 導かれるものも 
 みんな 盲いていて  そんな夜を  そんな道を   














規 2009 年刊 p163）とした。 
 市民参画協働は、当事者運動と連帯していくことで、社会福祉の法や制度の改革を促し
「福祉のまちづくり」を進めていく大きなエネルギー源であることを、学生に伝えなけれ
ばならない。ボランタリーな活動を通して、人の生き方や社会のあり方を実社会から学ぶ
ことであると考えると、学生たちが単なる善意の表意から始めた行動が、コミュニティに
生きるひとりの人間として、人との関わり方や社会(世間）のあり方を検証する機会と場と
して発展させなければならない。 
 そして、人権尊重を基盤とする民主主義社会の根幹を育て、地域福祉を支えていく重要
な実践の場となるコミュニティで、共生・共存を実現するための問題意識を高め、解決の
ために為すべきことを、一人ひとり考えなければならない。その萌芽を、『ボランティア
拒否宣言』の授業に求められているといっても過言ではない。 
 ものごとは、その本質を見極めるための知力が要求される。ボランティアの本質を見抜
く力を培うことこそが、自分自身への「他と関わって生きる」ことへの問いかけとなる。
その知力が、自己変革を促すエネルギーを充填し、たくましく社会課題に立ち向かう社会
力へと育っていくのである。 
 花田の詩に触発されて、「自立と自律」を意識し始めた学生たちが、これから関わる相
手と、そして社会と向き合う力を、真摯にその内に育てていくことを信じてやまない。 
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